
地

球

飾

十

容

に
し
て
内
容
が
吹
出
Tt

T
･
<

る
著
者
の
凹
'
五
官
式
の
-
の
に
に
軸
路
す
る
｡

就
十

二
:･十
fE州
､
十

八
打
の
蒐
･Lq
L
il
各
式
は
九
ポ
イ
ン
ト
の
鮮
か
な
約

牛

で
組
ま
れ
､
打
四
十
五
の
刷

版
と
北
ハ
に
ハ
チ
キ
レ
さ
-
な
内
容
私
盛

っ
て
捕
る
｡
本
番
は
背
教
が
繊
維
省
技
棚
で

あ
る
鵬
係
上
関
=3
松
虫
と

し
て
城
辺
工
部
と
他
部
塔
と
の
上
に
鵜
申
し
て
倍
る
｡
従
っ
て
本
番
は

其
の内

辞

に

於

い
て

土

水

地
封
塀

節

.E
馨

と
す

べ
与
で

あ

ら

う

｡

何

と

な
れ
ば
土
木
他
部
嘩
全
域
各
軸
ふ
緒
に
は
史
に
水
力
唱
窺

工
邸
に
舶
す

る
も
の
'
地
下
水
､
,阻
鹿
称
に
槻
す
る
J
の
＼

都
絹
計
淡

や
退
路
に
踊

す
る
J
の
等
が
館
山
に
必
少
な
る
土
木
地
質
蝉
み
除
て
-
榊
は
必
誹
で

あ
る

か
ら
で
あ
る
O

土
木
工
妨
上
に
必

嬰
な
る
地
封
拳
は
今
や
細
り

T
漣
の
r教
科
蛮
地
や

火
蝉
の
誹
鶴
な
ど
払
以
っ
て
充
Li
ru
れ
る
番
が
川
水
な

い
｡
銭
F.池
の
路

線
が
九
分
九
厘

敦
で
決
定
さ
れ
た
る
後
に
.
其
の
線
路
を
･内
意

米
力
寅

数
甘
非
の
少
盛
だ
け
移
漸
す
る
串
に
よ
っ
て
或
は
師
厨
布
迎
け
或
は
嫌

い前
払
退
け
て

砂

山村
中
な
斑
-
雑
に
よ
っ
て
多
桝
の
雑
蛍
も
節
約
し
狩
る

の
で
あ
る
O
見
た
本
譜
に
は
な
い
け
れ
ど
-
塑

見
附
の
地
下
に
め
る
各

部
分
の
伸
餅
泥
土
の
好
き
な
快
光
す
る
事
に
倣

っ
て
其
の
上
に
地
肌収
ぜ

ら
る
べ
き
家
樋
里
向
さ
が
決
克
さ
れ
叉
耐
食

工
事
の
粒
度
が
快
･.I･<
さ
れ

る
に
室
る
吟
で
あ
る
｡

本
寄
附
錐
に
加

(
ら

れ
た
る
｢
山
崩
れ
の
分
和
し
｢
地
質
別
切
取
及

築

墳
法
勾
配
表
し
｢
地
群
別
耗
碇
地
粘
許
容
村
誼
塞
｣
｢
本
邦
池
川
他
部
別

切

取
及
築
墳
法
勾

配
衷
｣
の
如
き
何
れ
も
滋
も
貿
詫

な

る
資
料

であ
る
｡

･X
に
本
部
代
地
新
撰
と
土
大
串
と
存
在
接
に
紳
び
付
け
､
引

い
て
ほ

地
併
蝉
が
人
淡
の
節
制
に
京
献
す
べ
ふ
二

新
田
私
指
示
ぜ
る
日
本
語
で

餌

大雄

男

糊

七
〇

沸
か
れ
た
る
政
利
の
苛
譜
で
あ
る
0
本
沓
a
山
硯
'1
托
著
者
の
優
れ
た

る
弼
臓
と
r.gf
串
の
カ
と
鋤
迫
懲
即
ち
批
骨
の

T
方
吋
に
於
け
る
掛
率
の

嬰
淡
と
が
あ
っ
た
韓
か
見
逃
す
串
が
川
水
ぬ
O

評
額
は
土
木
家
の
み
な
ら
ず
捜
疎
な
る
机
上
の
地
質
塔
み
弄
ん
で
居

る
士
に
-
敬
･こ
て

T
恕
私
物
め
る
｡
(本
間
)

新

著

即

鞄

lllllI
l11一一妻

王
!

l-_

o
H
本
地

質学地
租塔牌和
解
六傘
第

7-
こ批九
月

J
u
ra
ssic
p
la
n
ts
rro
rn
th
e
F
an
g
･ts
u

C
o
a
r
t;ie.Id
.

Shantung.
(
H
,
Y
abEf
a
n
d
S
.O
ish
i
).

A

n
e
w

sp
e
cies
of

P
rolo
b
le
ch
n
u
m

fro
m
t
he
H
ei･S
h1昌

C
oal･Fietd
in
S

han
tu
n
g
･
(H
･Y
a
b
e
a
nd
S.
〇
‥shh).

N
o
tes
o
rl
SO
m
叩
in
teresting
fo
ss山
ls
from
S
o
u
th

C
h
in
a

.
(
H
.Y
a
b
e)
.

A

ne
w

P
a
la
e
.
ge
n

e

sp
e
cies
o
f
S
eq
uo
i
a

(SIE
n
d
6
)
.

S
o
m
e
c
h
ara
c
teri
Stic
fea
tu
re
s
o
f
th
e
o
r
e

d
ep
o
sits

o
f
J
a
p
l
n
,
re
late
d
oq
e
n
e
tica
lly
t.
-
h

e
L
ate

T
e
r
tia
ry

V
o
tca
ni
c

a
c
t
iv
ity
(T
j
K

at6)
.

A
n
.te
o
rL
H
em
iih
y
r
is
.(P
s
itta
ee
a"
(Bra
u
n
s)
fTO
Ln

H
itachi
pr
ovin
c
e
.
(
I
.
H

a
g
a
sa
k
a)

A

n
ew
sp
ecies
.
f
S
p
h
en
op
h
y
llu
m

fr
om
S
h
a
n
s
i.

C
h
in
a
(

H
.
Y
abe
a
n
d
S
.
O
ish
i)

O
n
t
h
e
g
e
olo
g
y
o

f
lh
e

T
a
n
NaW
aM
o

u
n什ain
.la
n
d
.



w
ith

sp
e
c
l+,Tll
re
fe
r
en
ce
to
the
M
J'sak{Tl
m
e
tam
O
rp
h
i

cs.

(M

Y
o
ssii)

A
n
ote
o
n
P
r
ot
obleeh
nu
77
t
W
On
g
ii
H
a
ue.(
H
.
Y

a
b
e

a
n
d
S
.
O
ish
i)

◎
S
tra
tig
rap

hy
ofC
h
in
a.
P
a
r
t
2
.
M

esozoic.B
y
A
･

W
.G
rab
au.
)
92
8.

北

卒
中
央
地
質
嗣
遼
餅

O
T
h
e
low
e
r

m
olar
H
o
m
inid
tou
th
幹
om

th
e

C
h
o
u
K
ou
T
ien
dep
osit.
(
D

.
B
la
ck
).
P
a
la
eon
i･

o
lo
g
i
x

S
inic
a
.
D

.V
o
】.V
II.
F
a
s
c
.1
.1
9
2
7･

C
中
央
地
質
調

査
所
地

質衆
報

節

十
雛

7
月

線
遮
大
常
山
蚊
田
地
班
(
王
竹
鹿
)

抵
触
宜
地
味
牌
懐
衆
三
隙
間
地
封
鎖
産
(
瀞
錫
噴
)

縦
軸
宜
北

Z
尊
甘
火
山
之
研
究
(
王
lB
升
)

○
佐
藤
(停
職
)
地
盤
か
憶
ふ
(欝
山
盛
)
史
蹟
各
脚
光
鉄
郎
念
物

節
三

岱
第
十
碗

十
月

O
T
h
e
P
an
･A
rn
erican
G

eotog
is
t.
V
o
†.
L
.N
o.2
,
Sep
tem
ber.

S
v
rn
m
etric
d
isp
o
s
iti
on
o
f
T
e
rtic

M
oun
ta
in
sy
stem
s.

(
D
.
W
.
L
o
n
g
訂
1to
w
)

M

ajor
ear
th

fe
atu
res
a
nd
th
e山r
transfo
r

m
ation
.

(F.
X
.

S
c
h
a
ffer)

○
郷
土

節

二
や
凹
髄

十
月

長
野
鵬
上
伊
那
郷
伊
那
笛

郷
土
折

洗
骨

伊

北

段

丘
(北
収
兜
)

倍
波
の
甘
牧
に
就

い
て
(原
撒
蕗
)

&

.#

3

*

◎
蝦
炎
日
誌
鵜

第
三

松
浦
竹
四
郎
諸

口
本
音
兆
金
塊

第
三
期

範
二
回
配
本
ノ
内

七
月

◎

滋
賀
誼
昂
金
環

第
二
容
(腿
故
地
班
解
､
人
文
地
現
車
詐
哉
'外
閑

地
現
参
考
啓
)
九
月

同
集
刊
行
骨

◎
長
扮
悌
小
煤
郡
長
柑
菅
平
仲
兄
記
(菅
平
l1
陶
す
る
地
靴
的
事
情
)
三

探
勝
術
新

都

〓
ハ

貢

十

月

上
別
商
工
食
談
伊
刑

㊥
朝
鮮
の
災
省

寄
生
永
肋
編

(調
速
資
料
第
二
十
四
輪
)

九
月

朝
鮮
鞄
督
鮮

◎
石
淡

河
村
侶

叫
欝

十
月

古
今
替
院

侶
二
例
二
〇

〇
円
本
学
術
払
骨
報
骨

解
三
番
(
昭
和
二
年
度
仙
姦
)十
月

澱
妃
六
十
中
間
Liこ
放
け
る
我
邦
蝉
術
の
逝
渉
変
速
(稗
舛
舵
二
)

哩
水
と
ツ
ン
ド
ラ
の
壮
挙
(
小
松
茂
)

撫
順
次
の
献
微
鏡
的
柵
池
(岩
崎
凍
三
)

北
太
平
洋
南
恥
部
の
晦
底
地
究
(
年
搾
正
四
郎
)

鰐
士
火
山
畔
上
の

1
地
域
と
し
て
親
ii
る
長
野
朗
中
部
の
地
質
林

政
(本
間
不
二
功
)

秋
田
噺
暦
即
ち
末
長
大
地
既
の
琵
源
に
就
て
(大
橋
良

こ

火
山
満
潮
の
粗
雑
の
可
軸
性
(大
柵
良

7
)

硫
北
地
物
電
紐
に
つ
い
て
(松
原
厚
)

朝
鮮
地
質
柿
造
添
序
説
(
中
村
新
太
郎
)

丹
搾
山
地
の
地
質
(苛
非
正
敏
)

本
邦
玄
武
川村
の
磁
鵬
に
就
iJ
(松
山
洗
場
)

我
問
に
放
け
る
節
三
和
末
期
の
火
山
括
動
.1
起
因
す
る
鎖
錠
の
粘

性
(加
藤
武
未
)

甥

弧

七

叫



鳩

〉
珠

解
十
魯

本
邦
柵
盈
作
架
に
於
げ
ろ
洗
琳
細
魚
の
絶
兜
(大
村
奔
)

本
邦
湖
前
に
放
て
の
二
三
の
研
究
(
印
や
阿
歌
麿
)

蛋
潜
日
月
樺
の
浮
応
に
放
て
〔酬
各
艇
三
郎
)

入
熱
挙
上
よ
り
児
た
る
=
本
民
放
(
小
金
井
且
瀞
)

日
本
人
の
髄
質
(
足
立
光
太
郎
)

エ
柴

と
都
市
と
仙
基
(佐
藤
功

こ

一

地
球
の
述
勅
(水
村
饗
)

'

◎
火
他
郷

帝計
饗
問

大
粒
市
役
所
土
木
課
鰯

(
こ
鞘
分

こ
九
月

大
阪
都
巾
協
脅
刈

延
偶

へ
脚
二
十
錨

軸
髄
三
脚

◎
他
罪
銀
座
総
勢

流
速
祇
次
郎
省

(
甘
今
沓
院
パ
ン
フ
レ
･,h
卜
)
十

月

三
五
錦

Q
地
単
離
誌

第
四
〇
年
解
四
七
六
班
(十
月
班
)

露
滑
に
放
け
る
池
永
分
抑
(大
江
二
郎
)

均
岡
山
(
二
)

(
山
成
不
こ
ぼ
)

蒼
鉛
助
と
其
蔵
地
北
に
蒼
曲
銃
か
ら
見

た
日
本
及
支
那
(
二
)

(解
村
費
巳
男
)

丹
筏
地
震
波
其
地
挺
(
二
)

(波
速
久
賀
｡佐
藤
究
止
)

秋
吉
姦
カ
ル
ス
ト
(石
次
岩
費
親
)
(
≡
)

(佐
脇
侍
戴
)

柘
村
石
に
就
い
て
(木
下
組
城
)

◎
B
ib
tiog
la
P
h
y
o
f
th
e
J
ap
ariese
E

m
pire
t906-
19
2
6
.

C
om
piled
by
O
skar
Na

c
h

o
d

･
2voZs･
)928･
Le
ip
N
lg
,

K
.

宅
.
H
ie
rse
m
a
n
n
.
払
2
5
0
8

0
発
射
帝
国
火
鶴

規
串
部
紀
'*
野

蚕

地

質
興
銀
物
塔
地
班
韓
地
.eE
串

弟
二
か

第
七
班

九
月

節
大
故

契

沖

七
二

P
iio
c
e
ne
Shells
frorh
H
y
u
g
a
.
(M

I
Y
o
k
o
y
A
m
a
)

N
e
o
g
e
ne
S
helrs
from
th

10
‥l･F
ie
ld

o
E
H
ig
a
sh

;yams

Ec
h
i

go.(M
.

Y
okoyam

a)

@
河
鹿
の
砂
粒

市
村
教

習

七月

朝
鮮
印
刷
株
式
愈
祉

非
安

△
京
都
近
郊
地
形
図

二
瓶
五
千
分

E

(
四
色
刷
)

十
月

隣
地
叫

畳
部

倍
三
〇
銭

◎
Pala
eon
to
log
y
an
d
t

he
E
votu
Li
o
n

of血P
n.B
y

D
.M
.
S
.
W

atson

.
(T
he
R

om
a
nes
L

ectu
le
)
,
i
9
2
g
.

C
4a
re
n
d
o
rt
P
r
e
ss
.
O
xford.

〇
地
質
壌
雑
誌

節

三
五
番

節

四
二
〇

班

九
月

位
岐
趨
孜
の
地
質
拳
的
曲
に
岩
石
学
的
研
究
(
富
川
達
)

田
図
縦
谷
演
谷
の
骨
澱
片
倉
に
就

い
て
(鎗
水
酷
)

○
欽
慕

第
五
額

十
月
耽

朝
鮮
知
焼
成
厨
の
珠
鎖
法
(香
川
岩
等
)

◎
M

in
e
ral
r
eSO
u
rCeS
O
f
n
o
rth
ern
M
an
churia(
in
R
ussian)

B
y
E.
A
hnert
.
)928,

M

anchu
r
ia
R
esear
ch
Soc
iety
.

H
a
r
b
i

n.
4
$

0
地
理
教
育

第
九

番

第
二
駄

十

7
月

ア
メ
-
カ
､
地
中
梅
及
共
の
牌
攻
の
閥
衣
的
形
象
(
倣
本
信
之
)

北
九
州
銑
盟
苅
部
地
貌
私
横
断
す
る
盟
砕
地
油
(
淡
水
髄
七
)

婁
裾
茶
南
方
の

E
孤
島
紅
鎖
桝
に
放
て
(宮
内
船
越
)

大
阪
平
野
の
礎
藷
(
二
〕
(伏
見
哉
央
)

囲
際
石
帥
地
理
静
(
六
)
(
田
上
政
敏
)



0
地
理
畢
評
論

解
凹
懸

鍛
十

7
幼

-十

1
月

大
阪
肺
下
の
潜
耽
虚
栄
(
上
)
(.日
柄
二
郎
)

髄
.*
中
位
祐
滞
在
中
心
と
せ
る
甘
地
班
及
E
)地
形
教
壇
血

(望
月

幡
粘

)

如
都
筑
盟
地
租
南
部
の
地
形
敢
辻
故
(
7
)
(雑
木
髄
七
)

焼
鳥
株
高
‖
郡
上
税
附
近
の
地
貌
〔下
村
産

〇

〇
日
本
幼
柴
愈
訟

第
四
四
懸

五
二
二
軟

十
月

本
邦
の
金
鎚
蝕
駐
(
平
林
武
･
閉
局
磁
)

姦
湖
の
愈
鉄
鎖
解
に
就
て
(･TL向
締
群
書
)

O
U
cb
er
E
rh
altu
n
g
szu
st削
n
d
e
v
o
n
M

u
schelm
u
n
d

ih
re
E
n
tstehu
‥品
.
(W
er
ner
Q
u
en
stedt).

P
a
lcreon
iog
ra
P
hica
,B
d
.
L
X
X
Z,
L
ief
L
･
2
.
1
9
2
8.

0
Petem
arm
s
M

it
te
itu
n
g
e

n

.
7
4

J
a
h
r
g
.
H
e
ft

9
[1
0
,
1
9
28

B
eob
ach
tun
g
en
u
b
e
r
S
tru
k
t
urbi;d
en

in
d
e
n
Ostalpen

(
H
.
K
in
2.1)

V
erh
u
f
u
n
d
E
rg
e
b
rLis
se
m
ein
er
Z
en
tra
lasien
･E
x
p
ed
l

ition
1
9
27
A
9
2
8-
(E
.
T
rin
kler)

D
ie
deu
tsch
e
U
m
sc
h
rift
d
es
C
h
in
esisch
en
(L
.
K
atff)

D
ie
d
eu
tsch
e
R
eg
etu
n
g
d
e
r
U
m
sch
reib
u
n
g
d
er

o
sta
siatisch
en
ge
ograp
hisch
en
N
a
m
erL

(A.
H
errm
ann)

0
科
挙
知
祇

妨
八
怨

解
十

丁数

十

1
月

我
邦
に
於
け
る
地
球
儀
の
廃
止
(i:E
水
封
三
郎
)

二
宵
五
十
年
前
の
二
二
陣
の
地
阿
(布
印
鑑
秀
)

郷

報

○
民
俗
乾
術

第

Z
巻

第
十

7
髄

十

7
月

上
州
と
E
･州
り
民
家
(今
和
次
郎
)

○
文
政
の
朝
鮮

十
月
騎

済
州
鳥
の
地
質
輿
的
放
姦
(
川
崎
繋
太
郎
)

◎
富
士
の
魔
史

井
野
迎
茂
雄
潜
(富
ii
の
研
究
I
)

十

7
月

古

今

省
蛇

足
慣
四
脚
二
十
鋼

東

報

董

rO!-●l喜

○定

量

'l●l●▲▼●i
1

0
囲

版

解

詑

済

州

島

漢

撃

山

(
上

聞

)

洗
牽
山
は
朝
鮮
縫
取
の
梅
軒
に
艦

沸
せ
る

完

孤
応
即
ち
粥
州
島
り
静
中
火
に
旭
光
す
る
秀
峰
,1
し
て
筒

鞭
海
些

事

米
に
及
ぶ
｡
其
の
風
車
米
に
傭
鮎
と
し
空

ハ
月
の
頃
と
雌

J
伶
畷
々
た
る
自
冠
か
我
を
英
倣
脈
は
蛾
髄
と
し
て
四
囲
に
預
れ
其
上

に
三
官
有
侍
の
寄
放
火
出
払
社
ふ
｡
挿
樹
は
北
海

巌
の

T
部
私
淑
南
方

よ
り
見
た
る
も
の
にこ
し
て
中
央
は
自
席
樽
と
稗
す
る
火
口
湖
に
し
て
碧

水
谷
港
ふ
｡
往
時
早
魅
に
際
し
て
は
'
牧
位
は
此
鹿
に
解
攻
,"4
設
け
て

耐
乞
み
な
し
た
り
と

云
ふ
｡
手
前
の
森
々
た
る
は
新
し
さ
噴
出
,1
か
ゝ

る
黒
色
玄
鵡
岩
磯
に
し
て
先
方
′り
峻
崖
は
弟

し
き
粍
舵
節
税
か
な
ぜ
ろ

次
白
色
の
γ
ル
カ
-
粗
哲

石
塊
な
り
.
比
の
山方
潜
み
火
口
の
両
年
に
放

て
金
-
典
に
せ

る
ほ
畔
に
哲
人
の
興
総
和
悲
-
肝
な
り
O
速
-
に
点
呼

rql
脚
銀
山
は
斗
彪
峯
及
び
朝~
飛
地
蒋
な
る
二
審
放
火
叫
な
り
｡

済
州
鳥
住
民

(
下
固
)

本
籍
の
任
だ

就
き
て
11
人
文
地
激

発

七

七
三


